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日本百街道紀行
街
道
と
ま
ち
づ
く
り

中
山
道
・
御
鮨
街
道

第
44
回

は
じ
め
に

　

斎
藤
道
三
公
に
よ
る
稲
葉
山
城
建
設

と
先
進
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
ま
ち
を
受

け
継
い
だ
織
田
信
長
公
に
よ
る
城
の
改

修
や
山
麓
庭
園
な
ど
で
の
お
も
て
な

し
、
最
後
の
城
主
・
織
田
秀
信
公
と

関
ケ
原
の
戦
い
前
哨
戦
。
日
本
の
中
央

に
位
置
す
る
岐
阜
は
、
戦
国
時
代
を
通

じ
て
歴
史
の
重
要
な
舞
台
と
な
っ
た
地

で
あ
る
。
そ
し
て
、
古
く
よ
り
陸
運
と

水
運
が
交
錯
す
る
交
通
の
要
衝
で
も

あ
っ
た
。

　

道
三
公
が
金
華
山（
稲
葉
山
）を
本
格

的
な
山
城
と
し
、
山
麓
に
水
運
を
基
軸

と
し
た
城
下
町
を
造
り
上
げ
た
の
は
、

こ
の
よ
う
な
地
の
利
が
あ
っ
た
か
ら
な

の
だ
ろ
う
。
ま
た
戦
国
時
代
に
醸
成
さ

れ
た
鵜う
か
い飼
観
覧
や
遊
宴
文
化
は
、
江
戸

時
代
以
降
も
受
け
継
が
れ
、
独
特
の
絆

や
文
化
が
育
ま
れ
て
い
っ
た
。
岐
阜
の

歴
史
文
化
は
、
多
様
な
地
勢
と
戦
国
城

下
町
の
出
来
事
が
相
互
に
影
響
を
与
え

な
が
ら
形
成
さ
れ
た
と
い
え
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

東
海
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド 

─
陸
運
と
水
運
、
産
業
─

　

街
道
に
目
を
向
け
る
と
、
岐
阜
市
は

東
国
と
畿
内
を
つ
な
ぐ
場
所
に
位
置
し

て
お
り
、
奈
良
時
代
に
は
東
山
道
が
、

江
戸
時
代
に
は
中
山
道
が
整
備
さ
れ
た
。

　

中
山
道
沿
い
に
は
、
河ご
う
ど
じ
ゅ
く

渡
宿
や
加
納

城
下
町
と
一
体
と
な
っ
た
加か
の
う
じ
ゅ
く

納
宿
が
設

置
さ
れ
る
。
ま
た
、
尾
張
藩
領
の
岐
阜

町（
か
つ
て
の
岐
阜
城
下
町
）と
加
納
城

下
町
は
、
鵜
飼
で
捕
っ
た
鮎あ
ゆ

を
加
工
し

た
鮎
鮨
を
献
上
す
る
ル
ー
ト
で
あ
る
御

鮨
街
道
で
結
ば
れ
て
お
り
、
わ
ず
か

４
㎞
と
近
接
し
た
場
所
に
二
つ
の
拠
点

都
市
が
併
存
し
た
。
こ
の
二
つ
の
町
が

核
と
な
っ
て
現
在
の
本
市
が
形
成
さ
れ

て
い
く
。

　

中
山
道
は
、
時
折
、
大
名
行
列
や
姫

宮
の
輿こ
し

入
れ
な
ど
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
最

近
の
研
究
で
は
、
西
国
の
大
名
が
参
勤

交
代
で
江
戸
に
向
か
う
途
中
、
ま
た
は

東
国
の
大
名
が
大
坂
城
を
守
衛
す
る
役

で
あ
る「
大
坂
加
番
」の
た
め
大
坂
に
向

か
う
途
中
に
、
通
常
使
わ
れ
る
東
海
道

で
は
な
く
、
中
山
道
を
使
っ
て
岐
阜
に

立
ち
寄
る
こ
と
が
あ
っ
た
と
い
う
。
わ

ざ
わ
ざ
岐
阜
に
立
ち
寄
っ
た
理
由
は

長
良
川
の
鵜
飼
を
見
物
す
る
た
め
で

あ
っ
た
。
当
時
、
長
良
川
の
鵜
飼
が
全

国
に
知
ら
れ
、
観
光
名
所
と
な
っ
て
い

た
こ
と
が
う
か
が
え
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
で

あ
る
。

　

な
お
、
古
代
に
平
城
京
に
運
ば
れ
た

特
産
品
と
し
て
、
美
濃
絁
あ
し
ぎ
ぬな

ど
の
絹
製

品
、
和
紙
、
須
恵
器
、
鮎
の
加
工
品
な

ど
が
あ
る
。
中
で
も
絹
や
綿
は
時
代
を

通
じ
て
有
名
で
、
江
戸
時
代
に
は
岐
阜

縮ち
り
め
ん緬

や
美
濃
縞じ

ま

と
し
て
京
都
や
江
戸
で

販
売
さ
れ
た
。
他
に
も
江
戸
時
代
の
岐

阜
で
は
、
上
流
か
ら
も
た
ら
さ
れ
た
和

紙
や
竹
を
用
い
て
、
岐
阜
提ち
ょ
う
ち
ん

灯
や
岐
阜

文
化
・
歴
史
が
息
づ
く
岐
阜
市

岐ぎ

ふ阜
市
長（
岐
阜
県
）　
柴し

ば
は
し橋
正ま

さ
な
お直

鮎鮨を献上するルートだった御鮨街道
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団う
ち
わ扇
、
岐
阜
和
傘
が
盛
ん
に
作
ら
れ
、

流
通
網
を
生
か
し
て
江
戸
や
京
都
、
大

阪
に
出
荷
さ
れ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
、
岐
阜
の
経
済
と
文
化

は
街
道
と
川
が
育
ん
だ
の
で
あ
る
。

文
化
・
歴
史
の
継
承
と 

ま
ち
づ
く
り
の
拠
点

　

先
に
記
述
し
た
と
お
り
、
御
鮨
街
道

や
、
中
山
道
と
つ
な
が
り
の
深
い
長
良

川
の
鵜
飼
は
現
在
で
も
本
市
の
観
光
の

主
要
な
部
分
を
担
っ
て
い
る
。

　

今
年
は
、
本
市
の
稲
葉
山
城
（
現
岐

阜
城
）
や
立り
ゅ
う
し
ょ
う
じ

政
寺
な
ど
が
舞
台
と
な
っ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
大
河
ド
ラ
マ「
麒
麟
が
く
る
」

が
放
映
さ
れ
、「
麒
麟
が
く
る 

岐
阜 

大
河
ド
ラ
マ
館
」
が
期
間
限
定
で
開
館

す
る
な
ど
、
本
市
の
魅
力
を
全
国
に
発

信
す
る
ま
た
と
な
い
機
会
で
あ
る
。
街

道
や
鵜
飼
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
歴

史
の
あ
る
本
市
の
魅
力
を
引
き
続
き
発

信
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
街
道
の
歴
史
・
文
化
を
継
承

し
、
地
域
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
の
場
と

す
る
た
め
、
本
年
10
月
14
日
、
旧
加
納

町
役
場
跡
地
に
「
中
山
道
加
納
宿
ま
ち

づ
く
り
交
流
セ
ン
タ
ー
」を
開
館
し
た
。

　

昭
和
15
年
の
本
市
と
の
合
併
を
機
に

加
納
支
所
と
な
っ
た
旧
加
納
町
役
場

は
、
岐
阜
空
襲
で
も
消
失
を
免
れ
、
国

の
登
録
有
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
た

が
、
建
物
の
強
度
不
足
に
よ
り
閉
鎖
、

解
体
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
中
、
跡
地

整
備
に
つ
い
て
議
論
が
重
ね
ら
れ
、「
加

納
宿
を
中
心
と
し
た
中
山
道
沿
道
の
歴

史
・
文
化
の
継
承
」、
ま
た
、「
地
域
の

ま
ち
づ
く
り
活
動
の
場
」
を
提
供
す
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
当
施
設
が
開
館
す

る
に
至
っ
た
。

　

当
施
設
で
は
、
地
元
団
体
に
よ
る

「
加
納
の
歴
史
・
文
化
継
承
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
委
員
会
」か
ら
、「
大
切
な
ま
ち
の

歴
史
と
文
化
を
守
り
受
け
継
ぎ
た
い
」

と
い
う
思
い
の
下
、
寄
贈
さ
れ
た
和
傘

な
ど
の
ほ
か
、
中
学
生
や
高
校
生
が
作

成
し
た
加
納
城
の
ジ
オ
ラ
マ
な
ど
を
展

示
し
て
い
る
。

　

今
後
も
若
い
世
代
を
含
ん
だ
地
域
の

住
民
が
、
こ
の
施
設
を
ま
ち
づ
く
り
の

拠
点
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
で
、
地
域

に
愛
着
や
誇
り
を
持
ち
、
シ
ビ
ッ
ク
プ

ラ
イ
ド
の
醸
成
に
寄
与
す
る
施
設
に
な

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
る
。

歴史・文化を伝える中山道加納宿まちづくり交流センター

金華山に建つ岐阜城

企
画
協
力: 

全
国
街
道
交
流
会
議
「
街
道
交
流
首
長
会
」

一
口
メ
モ

中山道・御鮨街道
　

五
街
道
の
一
つ
、
中
山
道
は
江
戸
日

本
橋
を
発
し
て
、
京
の
三
条
大
橋
ま
で

六
十
九
宿
を
つ
な
ぐ
約
５
３
４
㎞
の
道

の
り
で
あ
る
。

　

旧
岐
阜
市
の
中
心
部
に
あ
る
城
下

町
・
加
納
に
は
寛
永
11（
１
６
３
４
）年
、

中
山
道
五
十
三
番
目
の
宿
場
加
納
宿
が

整
備
さ
れ
、
東
西
二
一
町
三
七
間
（
約

２
・
４
㎞
）
の
町
並
み
を
誇
り
、
中
山
道

屈
指
の
宿
場
町
と
し
て
発
展
し
た
。

　

岐
阜
城
下
と
加
納
城
下
を
結
ん
だ
尾

張
街
道
（
岐
阜
街
道
）
は
、
別
名
「
御
鮨

街
道
」、「
鮎
鮨
街
道
」
と
も
呼
ば
れ
、

当
時
の
街
道
の
道
筋
が
ほ
ぼ
残
さ
れ
て

い
る
。

岐阜駅

御
鮨
街
道

岐阜城

加納城跡

加納宿

河渡宿
高山本線

木曽川

長良川

中山道

岐阜市 岐南町

笠松町

東
海
道
本
線

中
山
道
・
加
納
宿
と
河
渡
宿
を
有
す
る
要
地
・
岐
阜


